
タクシー駐停車マナー向上に向けた
平成２７年度の実施結果について
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料
３
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平成27年度の取組内容

・幹部（運行管理者等）に対するマナー向上の働きかけ
（アンケート結果のフィードバック）

・街頭指導の継続的な実施

１ 事業者，業界への取組

・アンケート結果のフィードバック 及び
駐停車マナー向上に向けたアンケートの実施

２ 乗務員個人への取組

・乗務員アンケート結果のフィードバック 及び
乗降マナー向上に向けたアンケートの実施
・乗降マナー向上に向けた啓発（横断幕の設置，タクシー車内での啓発）

３ タクシー利用者への取組
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Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施概要）

1 目的

・タクシー乗務員の自発的な駐停車マナー向上を図る

2 方法

・タクシー乗務員に“アンケート調査票”と“動機付け冊子”を配布
（タクシー業務センターからタクシー事業者や個人タクシー組合を通じて配布）

3 時期

平成28年２月～ ３月

4 配布数・回収数

配布数：11,252枚（ 10,540枚）
回収数： 4,002枚（ 1,391枚）
回収率： 35.6％（ 13.2％）

※カッコ内は26年度実績
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（１）回答者の属性

◆アンケート調査票

（２）駐停車マナーについて

（３）駐停車マナー向上に向けた乗務員のご意見

（４）駐停車マナー以外の取り組み（観光客への意識等）

（１）違法な駐停車や客待ちについてのマナー遵守のお願い文

◆動機付け冊子

（２）平成26年度アンケート結果の報告

（３）京都駅八条口の整備事業に関する周知

5 配布内容

Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施概要）



1年未満
2.2%

1～5年未満
13.1%

5～10年未満
16.7%

10～20年未満
30.7%

20～30年未満
16.4%

30年以上
17.6%

不明・無回答
3.2%

n = 4,002

20歳代
0.7% 30歳代

2.5%

40歳代
10.4%

50歳代
21.5%

60歳代
47.0%

70歳以上
16.6%

不明・無回答
1.3%

n = 4,002
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Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

回答者の属性

<年齢> <京都市での乗務員歴>

• 回答者の年齢をみると，60歳以上が約６割を占めている。

• 回答者のうち，京都市で10年以上活動している方が６割以上を占めている。



19.3%

36.5%
24.8%

19.4%

マナーの向上を意識する上で重要なきっかけになった

マナーの向上を意識する上で少なからずきっかけになった

特に何も感じていない

不明・無回答 n = 2,841

回答した
71.0%

回答していない
25.6%

不明・無回答
3.4%

n = 4,002
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前年度アンケートに回答した方の割合とマナー向上意識への影響

Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

• 前年度アンケートに回答した方が約７割と

なっている。

<前年度アンケートの回答割合> <回答者のマナー向上意識>

55.8%

• 前年度にも回答した2,841名のうち，“マナーの向上を意識するきっかけになった”と回答し

た方が約６割を占めている。

※平成27年度で「前年度アンケートに回答した」と答えられた方が，前年度アンケート回答者数を上回っているのは，
一昨年度以前に回答したことがある方が錯誤されて回答された可能性がある。



なし
43.7%

１割未満
1.5%

１～３割未満
25.5%

３～５割未満
6.3%

５～７割未満
5.0%

７割以上
6.9% 不明・無回答

11.1%

n = 1,026

なし
50.1%

１割未満
1.8%

１～３割未満
25.5%

３～５割未満
6.5%

５～７割未満
3.9%

７割以上
4.6%

不明・無回

答
7.5%

n = 2,841
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「タクシー乗り場以外での客待ち」をする割合（前年度の回答有無による違い）

Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

<前年度アンケートに回答した方> <前年度アンケートに回答していない方>

• 回答していない方と比較して，前年度にアンケートに回答した乗務員の方が，タクシー乗り場

以外で客待ちをしない割合が約６ポイント大きくなっている。



もちろん知って

いる
77.1%

一応，知ってい

る
20.5%

知らない
0.6%

不明・無回答
1.9%

n = 1,026

もちろん知って

いる
81.9%

一応，知ってい

る
17.3%

知らない
0.5%

不明・無回答
0.4%

n = 2,841
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Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

<前年度アンケートに回答した方> <前年度アンケートに回答していない方>

※ 四条通で営業活動をしている回答者のみを対象として集計

• 回答していない方と比較して，前年度にアンケートに回答した乗務員の方が，「タクシー乗り

場以外での客待ち」の違法性をより認知している割合が約５ポイント大きくなっている。

「タクシー乗り場以外での客待ち」の違法性の認知状況（前年度の回答有無による違い）



そう思う
71.6%

ややそう思う
18.1%

あまり思わない
5.3%

思わない
2.2%

不明・無回答
2.7%

n = 4,002

8

Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

「利用者の考え方」をふまえたマナー向上への意識

＜平成26年度に実施した利用者のアンケートの結果＞

○ 今後，交差点でタクシーの乗り降りをしないように
しよう。 ⇒ 約９割

○ 今後，タクシー乗り場以外の場所で客待ちをしてい
るタクシーは使わないようにしよう。 ⇒ 約７割

• 利用者の考え方をふまえ，マナー向上に努めようと思った乗務員が約９割となっている。

利用者のアンケート結果をふまえ，
あなたもマナー向上に努めようと
思いますか？

Q



たまに活動す

る
29.2%

時々活動して

いる
13.5%

よく活動してい

る
7.9%

全く活動してい

ない
45.5%

不明・無回答
3.8%

n = 4,002
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Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

四条通での活動状況（歩道拡幅事業完成後）
増えた
2.5%

減った
49.8%変わらない

33.4%

不明・無回答
14.3%

n = 2,026

<四条通での活動>

増えた
2.6%

減った
47.7%

変わらない
37.0%

不明・無回答
12.6%

n = 2,026

歩道拡幅後，四条通で活動
している回答者のうち，約半
数が「四条通での利用客の
降ろしが減った」と回答してい
る。

※ 四条通で営業活動をしている回答者のみを対象として集計

歩道拡幅後，四条通で活動し
ている回答者のうち，約半数
が「四条通での客待ち行為が
減った」と回答している。

<四条通での客待ち回数の変化>

<四条通での利用客の降ろしの変化>

四条通で活動する方が約５割を
占めている。



なし
59.4%

１割未満
0.8%

１～３割未満
12.3%

３～５割未

満
2.1%

５～７割未満
1.5%

７割以上
1.2%

不明・無回答
22.7%

n = 2,026
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Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

四条通での客待ちの状況

• 四条通で活動する乗務員のうち，停車スペースで客待ちをする乗務員の割合が約18％，また

，交差点付近で客待ちする割合は約１割であった。

<停車スペースでの客待ち> <交差点付近での客待ち>

なし
61.2%

１割未満
0.3%

１～３割未満
9.0%３～５割未満

1.9%

５～７割未満
1.1%

７割以上
1.6%

不明・無回答
24.9%

n = 2,026

※ 四条通で営業活動をしている回答者のみを対象として集計



• 四条通で活動する乗務員のうち，停車スペースで乗降をしている乗務員が約５割，交差点付
近で乗降をしている乗務員が約４割であった。

なし
26.4%

１割未満
3.2%

１～３割未満
25.5%

３～５割未満
4.8%

５～７割未満
5.7%

７割以上
4.6%

不明・無回答
29.8%

n = 2,026
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Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

四条通での乗降の状況

<停車スペースでの乗降> <交差点付近での乗降>

なし
22.2%

１割未満
3.6%

１～３割未満
30.1%

３～５割未満
5.4%

５～７割未満
6.0%

７割以上
8.8%

不明・無回答
23.9%

n =2,026

※ 四条通で営業活動をしている回答者のみを対象として集計
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Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

＜主な整備内容＞

• ４車線から２車線に減少させ，歩道を拡幅

• 歩道の一部を切り込み，タクシー等の乗降のため，クルマを一時的に停車できるスペースを１５箇所（３
２台分）設置

（参考） 整備後の四条通の状況

＜整備後の状況＞

• 整備前と比較して，タクシーの長時間駐車の割合は減少

• 四条河原町交差点や四条小橋付近では依然として違法な客待ちが発生

四条通におけるタクシー駐停車時間調査の結果

凡例

整備前 整備後

調査日時：平成２４年３月２２日（木）
７時～２０時

調査箇所：四条通（烏丸通～川端通）
の沿道

調査日時：平成２８年１０月１３日（木）
７時～２０時

調査箇所：四条通（烏丸通～川端通）
の停車スペース

64.2％
8.9％

19％

7.4％
0.4％

87.9％

9.8％

2.4％

35.7％

12.2％



ほぼ毎日
7.0%

週に数回
10.1%

１カ月に数回
17.2%

しない
63.1%

不明・無回答
2.5%

n = 789

たまに活動す

る
9.2%

時々活動して

いる
4.4%

よく活動してい

る
6.1%

全く活動してい

ない
76.0%

不明・無回答
4.3%

n = 4,002
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Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

京都駅八条口での活動状況（タクシーショットガン運用前）

<京都駅八条口での活動> <待機場からはみ出した客待ち>

• 回答者の約２割が京都駅八条口で活動している。

• また，京都駅八条口で活動している回答者のうち，６割以上が待機場からはみ出した客待ちはしな

いと回答している。

※ 京都駅八条口で営業活動を行っている回答者のみを対象として集計



とてもそう思う
43.5%

ややそう思う
30.3%

あまり思わない
19.6%

思わない
6.3% 不明・無回答

0.1%

n = 271
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Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

「京都駅八条口の整備」をふまえたマナー向上への意識

• 京都駅八条口で営業活動をして，かつ，「待機場からはみ出して，路上で客待ちをすることが

ある」と回答した回答者（271名）のうち，７割以上が現在整備中の事業が完成したら，タクシ

ー乗り場以外での客待ちはしないようになる（しよう）と考えている。

※ 京都駅八条口で営業活動を行い，
かつ，「待機場からはみ出して，路上で客待ちをすることがある」と回答した回答者のみを対象として集計

Q 現在整備中の事業が
完成したら，あなた
自身，タクシー乗り
場以外での客待ちは
しないようになる
（しよう）と思いま
すか？
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Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

＜主な整備内容＞

• 乗降場を乗り場と降り場に分離

• 乗り場については，乗り場から離れた場所に待機場を設け，駅前の空き状況に応じてタクシーを送り出

すショットガン方式を導入

（参考） 整備後の京都駅八条口の状況

＜整備後の状況＞

• ショットガン方式の導入により，待機場からのはみ出し，路上での客待ちは大きく減少

• 降り場での乗車が発生

整備後のタクシー乗り場

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（鴨川西ランプ）待機場出口】 

 駅前プールの空き状況により待機プールの出

口ゲートが開閉しタクシーを送り出す 

（鴨川西ランプ）待機場 駅前待機場 

乗り場 

駅前 

【駅前待機場入口】 

 待機プールを経由した車両のみ進入可能 

タクシーショットガン方式のイメージ図
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Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

駐停車マナーに対する意見

• 駐停車マナーについては，取り

締まり・指導・啓発の強化など，

ルールを守らないドライバーに

ついての厳しい意見が多い一

方，ルールを守れない理由とし

て，利用者のマナーに対する

理解不足を挙げる声が多かっ

た。

また，乗車場所の数や位置・運

用に対する意見もみられた。

＜自由記述＞

374

279

212

155

153

138

137

77

74

55

50

41

33

23

21

16

56

51

5

1

0 100 200 300 400

取り締まり・指導・啓発

乗降場所の数や位置、運用

自身の心がけ

利用者マナーの向上

利用者啓発の徹底

四条通のあり方

路線バス・バス停のあり方

高齢者・交通弱者への配慮

他者の行動への批判的な意見

取組みへの賛同意見

四条通での利用状況

タクシーのあり方

一般車両・その他車輛のあり方

取組みへの否定的な意見

京都駅八条口のあり方

自転車・二輪車のあり方

その他（全般）

その他（京都市への意見・要望）

その他（京都駅）

その他（四条通）

（件）
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Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

観光都市・京都市の公共交通を担うドライバーとして心がけていること

• 接客を行う上でマナーとして，ドライ

バーが心がけていることは，「親切

な対応」が最も多くなっている。

• また，「あいさつ」，「笑顔」，「丁寧な

言葉づかい」など，利用者に気持ち

良く利用してもらいたい意識が高い

ドライバーが多い。

<①接客マナーについて>

＜自由記述（駐停車マナー以外に関するもの）＞

240

85

84

81

49

34

33

24

23

23

22

21

21

20

19

19

12

12

116

16

0 100 200 300

親切な対応

あいさつ

笑顔

丁寧な言葉づかい

安全・安心

観光情報の収集・提供

乗り降りの補助

コミュニケーション

行き先の再確認

身だしなみ

感謝の言葉

外国語の修得・実践

接客マナー（社内規定等）の遵守

パンフレット等の所持・配布

ツール（地図・タブレット等）の利用

接客マナーの向上（研修への参加など）

忘れ物の防止

車内美化

その他（今までどおり、普通に対応等）

その他（サービスに対する要望）

（件）

参考
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Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

観光都市・京都市の公共交通を担うドライバーとして心がけていること

• 接客を行う上で必要な語学について

は，英会話への意識が高くなってい

る。

• また，語学が通じなくても，ツール

（地図・ブレット等）の利用によるコ

ミュニケーションが図られていること

がうかがえる。

• また，「必要なし・していない」と回答

したドライバーについては，必要で

あっても「高齢であること」を理由に

語学に取り組んでいないケースが

みられた。

<②語学について>

＜自由記述（駐停車マナー以外に関するもの） ＞

288

104

78

66

31

20

17

13

4

59

21

55

0 100 200 300 400

語学の習得・実践（英語）

語学の習得・実践（不明）

単語・あいさつ程度

ツール（地図・タブレット等）の利用

語学の習得・実践（中国語）

ジェスチャー・メモ書き

語学の習得・実践（その他）

語学の習得・実践（韓国語）

フォーリンフレンドリータクシー登録

必要なし・していない

その他（サービスに対する要望）

その他

（件）

参考
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Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

観光都市・京都市の公共交通を担うドライバーとして心がけていること

<③検定について>

• 接客を行う上で必要な検定について

は，京都検定への意識が高くなって

いる。

• また，「必要なし，していない」と回答

したドライバーについて，「高齢であ

る」「受験のための準備をする余裕

がない」や「常識程度があれば良

い」など，検定の必要性は低いと感

じているドライバーも多くみられる。

＜自由記述（駐停車マナー以外に関するもの） ＞

233

60

40

26

15

13

12

4

3

2

0

101

6

0 100 200 300

資格を取得したい。取得している。（京都検定）

資格を取得したい。取得している。（未定・不明）

知識を増やしたい。

資格を取得したい。取得している。（語学関連）

知識は増やしたいが、資格には興味がない。

資格を取得したい。取得している。（社内）

資格取得に対する要望

必要だが、強制するものではない。

資格を取得したい。取得している。（その他）

資格を取得したい。取得している。（ヘルパー）

資格を取得したい。取得している。

必要なし・していない

その他

（件）

参考
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Ⅰ 乗務員を対象としたアンケート（実施結果）

観光都市・京都市の公共交通を担うドライバーとして心がけていること

<④ その他>

• 接客を行う上では，気配りが大事だ

と考えているドライバーが多くなって

いる。

• また，ついで，「観光情報の取得・案

内」，「安全・安心」に配慮するドライ

バーが多くなっている。

＜自由記述（駐停車マナー以外に関するもの） ＞

52

34

25

19

6

3

2

2

12

8

0 50 100

気配り

観光情報の取得・案内

安全・安心

外国人への対応

勉強会・講演会

タブレットの利用

高齢者・交通弱者への配慮

修学旅行者への対応

その他（サービスに対する要望）

その他

（件）

参考
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・タクシー利用者に乗務員側の駐停車マナーに関する意識を提供することによ
り，利用者の乗降マナーの向上を図る。

・乗務員にアンケート結果をフィードバックすることにより，乗務員の駐停車マ
ナーの向上を図る。

・京都市内でタクシーに乗車した利用者に対して，乗務員から調査票を配布
⇒ 利用者が後日ポストに投函し，郵送で回収

3 配布日

平成２８年３月

4 配布数・回収数

配布数：2,000部（1,000部）
回収数： 406部（ 322部）
回収率： 20.3％（ 32.2％) ※カッコ内は26年度実績

Ⅱ 利用者を対象としたアンケート（実施概要）

1 目的

2 方法

※調査票の配布に際して，
粗品（ペン）を同時に配布
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5 配布物

○ アンケート調査票

【主な調査内容】

(1) 回答者の属性について

(2) 普段のタクシーの利用の仕方

(3) タクシー乗降時に気をつけていること

(4) 乗務員アンケート結果を踏まえたマナーに関する今後の意識

Ⅱ 利用者を対象としたアンケート（実施概要）

○ 啓発チラシ

【主な調査内容】

○適切な利用場所の周知



10代, 1.2
20代, 6.4

30代, 9.6

40代, 16.5

50代, 18.7

60代以上, 46.6

無回答, 1.0

10代

20代

30代

40代

50代

60代以上

無回答

回答者の年齢

N = 406

京都市中京区, 
12.8

京都市下京区, 
9.9

京都市その他, 
47.5

京都府内, 12.8

京都府外, 16.0

無回答, 1.0

京都市中京区

京都市下京区

京都市その他

京都府内

京都府外

無回答

回答者の居住地

N =  406
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回答者の属性

<居住地> <年齢>

• 回答者の居住地をみると，京都市内が全体の約７割を占めている。

• 回答者の年齢をみると，60代以上が約５割を占めている。

Ⅱ 利用者を対象としたアンケート（調査結果）



32.3

4.2

51.0

6.7

5.9

タクシー乗り場に停まっているタクシーを利用している

タクシー乗り場以外の場所で客待ちしているタクシーを利用している

タクシー乗り場以外の場所で流しのタクシーを止めて利用している

その他

無回答・無効

タクシーの利用方法

N = 406
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タクシーの利用の仕方について

• タクシーを利用している回答者の５割以上が“タクシー乗り場以外の場所で流しのタクシーを

止めて利用している”と回答している。

• タクシー乗り場以外の場所で客待ちしているタクシーを利用している方は１割に満たない。

Ⅱ 利用者を対象としたアンケート（調査結果）



Q

もちろん知って

いる, 27.1

一応，知ってい

る, 43.1

知らない, 27.8

無回答, 2.0

もちろん知っている

一応，知っている

知らない

無回答

道路交通法への理解（違法であることの認知）

N = 406
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道路交通法の理解

Ⅱ 利用者を対象としたアンケート（調査結果）

タクシーが，交差点や
バス停前で利用客の乗
降をしたり，タクシー
乗り場以外で客待ちを
することは，タクシー
ドライバーにとって道
路交通法上「違法」で
す。ご存じですか？

• タクシーを利用している回答者の約３割が“タクシーが，交差点やバス停前で利用客の乗降を
したり，タクシー乗り場以外で客待ちをすることは，タクシードライバーにとって道路交通法上「
違法」である”ことを知らない。

• また，約４割が「一応，知っている」と回答しており，違法性の認識が薄い。

• 全体として，約７割が違法であることを知らないもしくは違法の認識が薄い結果となっている。



53.4

54.4

30.0

5.2

2.7

0 20 40 60 80 100

バス停ではタクシーの乗降を

しないようにしている

交差点ではタクシーの乗降を

しないようにしている

乗降の状況や場所については

特に気にしていない

その他

無回答

タクシー乗降時の意識

N = 592（複数回答）

（％）
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タクシーの利用の際に気を付けていることについて

• タクシーを利用している回答者の約５割が“バス停ではタクシーの乗り降りをしないようにして

いる”，“交差点ではタクシーの乗り降りをしないようにしている”と回答している。

• 一方，乗り降りの状況や場所を特に気にしていない方は３割となっている。

Ⅱ 利用者を対象としたアンケート（調査結果）



53.7

54.3

29.7

4.6

0 20 40 60 80 100

バス停ではタクシーの乗降を

しないようにしている

交差点ではタクシーの乗降を

しないようにしている

乗降の状況や場所については

特に気にしていない

その他

一応知っている

（％）
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道路交通法の理解とタクシーの利用の際に気を付けていることについての関係性

• 違法性の認識が低下するにしたがって，正しい行動をとる割合が低下している。

• その一方，乗降の状況や場所を特に気にしないと回答した割合が増加している。

79.1

77.3

10.9

6.4

0 20 40 60 80 100

バス停ではタクシーの乗降を

しないようにしている

交差点ではタクシーの乗降を

しないようにしている

乗降の状況や場所については

特に気にしていない

その他

もちろん知っている

（％）

31.9

35.4

51.3

5.3

0 20 40 60 80 100

バス停ではタクシーの乗降を

しないようにしている

交差点ではタクシーの乗降を

しないようにしている

乗降の状況や場所については

特に気にしていない

その他

知らない

（％）

Ⅱ 利用者を対象としたアンケート（調査結果）



Q

67.0
9.9

19.7

3.4 思っていたより乗務員

の意識が高い

思っていたより乗務員

の意識が低い

どちらでもない

無回答

タクシー乗務員の意識への評価

N = 406
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タクシー乗務員への意識

Ⅱ 利用者を対象としたアンケート（調査結果）

昨年度実施したタクシー
ドライバーへのアンケー
ト調査の結果では， ド
ライバーの 多くの方
（約８～９割）が，“交
差点では利用客の乗降を
しないようにしようと思
う”，“客待ちはタク
シー乗り場だけにしよ
う”と考えていることに
ついて，どのようにお感
じになりますか。

• ９割の乗務員が「交差点での利用者の乗降」「タクシー乗り場以外での客待ち」の違法行為を

しないようにしようと思っていることについて，回答者の約７割が“思っていたより乗務員の意

識が高い”と回答している。



そう思う, 66.3

ややそう思う, 
22.9

あまり思わな

い, 7.1

思わない, 1.7

無回答, 2.0

そう思う

ややそう思う

あまり思わない

思わない

無回答

交差点への乗降に対する意識

N = 406

今後、交差点ではタクシー
の乗降をしないようにしよう
と思う
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今後のタクシーの乗り降りについて

• 「そう思う」と「ややそう思う」をあわせると，タクシーを利用している回答者の約９割が“今後，

交差点ではタクシーの乗り降りをしないようにしよう”と回答している。

Ⅱ 利用者を対象としたアンケート（調査結果）

今後，交差点では
タクシーの乗り降
りをしないように
しようと思います
か？

Q
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今後のタクシー利用の仕方について

Ⅱ 利用者を対象としたアンケート（調査結果）

• 「そう思う」と「ややそう思う」をあわせると，タクシーを利用している回答者の約７割が“今後，

タクシー乗場以外の場所で客待ちをしているタクシーは利用しないようにしよう”と回答してい

る。

そう思う, 41.1

ややそう思う, 
31.3

あまり思わな

い, 19.7

思わない, 5.4

無回答, 2.5

そう思う

ややそう思う

あまり思わない

思わない

無回答

タクシー乗り場以外での乗降に対する意識

N = 406

今後、タクシー乗り場以外
の場所で客待ちをしている
タクシーを利用しないよう
にしようと思う

Q 今後，タクシー乗場
以外の場所で客待ち
をしているタクシー
は利用しないように
しようと思います
か？



６箇所

平成２８年３月５日(土)～３週間

設置期間

31

Ⅲ その他の利用者啓発の取組

設置箇所数

歩行者への啓発 ＜横断幕の設置＞

タクシー利用者，乗務員双方
が交差点内などの駐停車禁
止場所でタクシーの乗降する
ことが違法であることに気づき
を得られるよう，視覚的に利
用者啓発，ならびに，タクシー
乗務員の駐停車マナーの向
上を図る。

実施のねらい
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Ⅲ その他の利用者啓発の取組

利用者への啓発

＜啓発チラシの車内掲示＞

利用者マナーの向上を訴える啓発チラシをタクシー車内に掲示

平成２８年１月～３月

設置期間

タクシー事業者：３,０００枚

配布数
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Ⅳ 平成２７年度の取組に関するまとめ

33

タクシーＭＭにより，乗務員・利用者双方に働きかけていくことが重要

利用者の改善意向

乗務員の改善意向

乗務員の改善意向

利用者の改善意向

平成２７年度アンケートの結果より，

• 利用者の約７割～９割が正しい乗降をしようと考えているという結果を受けて，乗務員の約９割がマナ

ー向上に努めると回答している。

• また，乗務員の約８～９割が駐停車マナーと守ろうと考えているという結果を受けて，利用者の約７割

が乗務員を評価しているとともに，利用者の約７～９割が，今後乗降マナーを守ろうと回答している。


